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■東北地方大平洋沖地震等による４水系１０河川における９４０カ所に及ぶ堤防の沈下、亀裂、液状化等の被災・復旧対策を踏まえ、以下の３点を検討したい。
①６月から始まる出水期に向けた対応の妥当性
②通常堤防と同等の評価（統合物理探査等）の妥当性（※１）
③今後の統合物理探査に資する知見

１．関東地方河川堤防復旧技術等検討ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会・統合物理探査検討会 合同委員会 検討内容

【委員会での審査ポイント】
第１回委員会（５月２４日）

・平成２４年度出水期に向けたソフト対策の妥当性について
（はん濫危険水位等基準水位の見直し方針）

・通常堤防と同等の評価（統合物理探査等）の妥当性について
（調査選定、評価方法）

第２回委員会（６月下旬）
・通常堤防と同等の評価（統合物理探査等）
・基準水位の見直し

第３回委員会（７月下旬）
・統合物理探査の今後の堤防に資する知見とりまとめ

沈下には、盛土や土のうで
周辺堤防と同じ高さを確保
します。

雨には、シートで浸透を防ぎます。
(土のうで押さえる)

洗掘されないように、
土のうで押さえます。

亀裂箇所を確認して、
掘削盛土を行います。

暫定対策

堤防の復旧対策イメージ（H24出水期）

完成イメージ（例）

法尻対策（矢板等）

ドレーン工

堤防断面の復旧

委員会

現地見学会

予定

凡　例

１

※１：「通常堤防と同等」とは地震により、堤防の安全性が著しく低下していない堤防のこと。
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２．関東地方の堤防被災状況と復旧状況

１）余震等による被災箇所の増大

H23.5.29
台風２号

H23.7.8
福島県沖

M5.6

H23.7.15
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茨城県北部

M5.3

H23.4.21
千葉県
東方沖
M6.0

H23.6.10
堤防除草
による発
見

H23.6.24
河川巡視
による発
見

H23.7.4
堤防除草
による発
見

箇所

940
6/1 第2回検討会報告 9/14 第3回検討会報告

■度重なる余震により、河川管理施設等の被害が増大したが、平成23年9月21日以降は被害は生じていない。

２



２）堤防被災状況と復旧状況

■地震による液状化等により、広範囲にわたり堤防等の河川管理施設が被災した。

３

茨城県下妻市鯨地先

ドレーン設置

利根川：千葉県印旛郡栄町中谷地先利根川：千葉県印旛郡栄町中谷地先

護岸施工

霞ヶ浦：茨城県稲敷市本新地先霞ヶ浦：茨城県稲敷市本新地先

鋼矢板打設

那珂川：茨城県ひたちなか市三反田地先那珂川：茨城県ひたちなか市三反田地先

地盤改良

久慈川支川里川

：茨城県常陸太田市落合町地先

久慈川支川里川

：茨城県常陸太田市落合町地先



被災確認箇所
（940箇所）

（箇所数はH23.10.31時点）

中規模
（約149箇所）

発災
H23.3.11

①短期間での
現場対応が必要。
②本復旧の工法
検討！

【ハード対策】

大規模
（55箇所）

暫定対策

・石灰水注入
・切返し
・シート張＋土のう（HWL以上）
・ブロックマット（HWL以下）

暫定対策

・石灰水注入
・砂充填（部分切返

し）
・シート張＋土のう

暫定対策

・石灰水注入
・砂充填（部分切返

し）
・シート張＋土のう

小規模
（約736箇所）

（
非
出
水
期
間
）

（
非
出
水

期
間
）

（
出
水

期
間
）

平成23年6月～10月

本復旧
（平成23年11月から着手）

完了

《被災規模別分類の考え方》

水防工法で使われている工法（月の輪、釜段、積み土の
う、押え盛土等）による事前対応を可能な限り実施

完了

・砂充填
・シート張＋土のう

３）被災規模別分類及び対策

４
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代表調査箇所（14箇所）

調査箇所（３７箇所）

護岸（1箇所）＋非液状化（3箇所）
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大規模被災のイメージ

噴砂
噴砂

水系名 河川名 箇所数 調査箇所数

利根川

利根川下流 14 14

利根川上流 1 -

江戸川 2 2

小貝川 5 5

霞ヶ浦（常陸利根川） 15 15

那珂川

那珂川 7 5

久慈川

久慈川 11 10

55 51合計　　　　　3水系7河川

37
149

32

11

34

25

51
54

40

４）被災メカニズム検証箇所位置図

５



関東地整における本復旧対策工パターン

６



番
号

箇所番号 河川名 地 区 名 被災要因

① ６ 小貝川 茨城県常総市上蛇地区 基盤液状化

② ３４ 利根川下流 千葉県香取市佐原地区 基盤液状化

③ ５５ 那珂川 茨城県東茨城郡茨城町下石崎地区 堤体液状化（閉封飽和域）

ｼﾞｮｳｼﾞｬ

ｻﾜﾗ

ｼﾓｲｼｻﾞｷ

７

※代表して下記箇所の復旧状況を報告する。

６）本復旧対策工の施工状況

■液状化等により、広範囲にわたり堤防等の河川管理施設が被災（９４０箇所 平成２３年１０月３１日現在）

■暫定対策については、大規模被災箇所、中規模被災箇所ともに平成２３年出水期前に工事完了。

■本復旧に関しては、出水期明けの平成２３年１１月から着手し、平成２４年の出水期までに完成。
ただし、再度災害防止として液状化対策を施す箇所の内、一部については、液状化対策及び被災前と同等の堤防
断面復旧（仮護岸を含む）を出水期までに完了させ法覆護岸工等は出水期以降に一部継続。



※１

暫定対策完了
（Ｈ２３年出水期前）

本復旧開始
（Ｈ２３年１１月以降）

本復旧完了
（Ｈ２４年３月末）

本復旧対策工の施工状況 ①

【H23年4月撮影】

千葉県香取市石納地先 【H23年4月撮影】

鋼矢板（液状化対策）

床堀 鋼矢板打設

笠コンクリート工 ドレーン工

茨城県常総市上蛇地先

発 災（3月11日）

上蛇地区（小貝川：茨城県常総市上蛇地区）上蛇地区（小貝川：茨城県常総市上蛇地区）

上蛇地区

8



※１

暫定対策完了
（Ｈ２３年出水期前）

本復旧開始
（Ｈ２３年１１月以降）

本復旧完了
（Ｈ２４出水期まで）

本復旧対策工の施工状況 ②

千葉県香取市佐原地先

【H23年4月撮影】 鋼矢板（液状化対策）

覆土式護岸

床堀 鋼矢板打設

笠コンクリート工
護岸ブロック敷設

発 災（3月11日）

佐原地区（利根川：千葉県香取市佐原地区）佐原地区（利根川：千葉県香取市佐原地区）

佐原地区

９



暫定対策完了
（Ｈ２３年出水期前）

本復旧開始
（Ｈ２３年１１月以降）

本復旧完了
（一部、法覆護岸工等は
Ｈ２４出水期以降継続）

【H23年4月撮影】

茨城県東茨城郡茨城町下石崎地先

地盤改良
（液状化対策）

１０

本復旧対策工の施工状況 ③

※１

床堀仮締切設置

発 災（3月11日）

▽Ｂｓ層下端

下石崎地区（涸沼川：茨城県東茨城郡茨城町下石崎地区）下石崎地区（涸沼川：茨城県東茨城郡茨城町下石崎地区）

下石崎地区

地盤改良工

Ａｃ層（非液状化
層）
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代表調査箇所（14箇所）

調査箇所（３７箇所）

護岸（1箇所）＋非液状化（3箇所）
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■堤体液状化を被災要因としている箇所の内、代表２箇所（利根川：中谷地区、久慈川：本米崎地区）堤体液状化の検証を行う

番
号

箇所番号 河川名 地 区 名 被災要因

① ３２ 利根川下流 千葉県印旛郡栄町中谷地区 複合液状化

② ４７ 久慈川 茨城県那珂市本米崎地区 堤体液状化

ﾅｶﾔ

ﾓﾄｺﾒｻﾞｷ

５）堤体液状化の検証

１１



中谷地区 １／３ （中谷地区周辺の基礎地盤状況）

◆中谷地区の位置する利根川右岸７０Ｋ付近は、堤防が砂質土（Bs層）により構築され基盤は途中
Ａｓ層を挟むものの厚い軟弱粘性土層で構成されており、約２ｋｍの区間が同様の地層構成。

◆この堤防と基礎地盤の地層構成が、堤体液状化部を形成する要因となった。

71.0K

69.0K

利根川

１２



中谷地区 ２／３ （被災状況と地質状況）

◆中谷地区は、被災主要因は砂質土堤防（Bs層）の液状化だが基礎地盤にも液状化層（As層）がある。
→複合型液状化

亀裂
H=50cm

天端沈下量
H=50cm

既設漏水
防止矢板

はらみL=170cm

沈下量H=140cm
切返し断
面

69
.7
5k
m
‐4
1m

70
.2
5k
m
+1
7m

L=562m

既設漏水防止矢板

H23-R-70.0k-災-462-1-1

H23-R-70.0k-災-462-1-3

H23-R-70.0k-災-462-1-2

H23-R-70.0k-災-462-1-2

H23-R-70.0k-災-462-1-1

H23-R-70.0k-災-462-1-3

H23-R-70.0k-災-462-3-2

H23-R-70.0k-災-462-3-1

H23-R-70.0k-災-462-3-3

噴砂確認

１３



中谷地区 ３／３ （Ｂｓ層の液状化判定）

１４

◆ＦＬ判定の結果、堤防中央部で0.93、川裏法尻で0.81であり、「Ｂｓ層」は液状化層である。
（対策工設計に使用する液状化判定震度＝０．１８での判定結果）

70.0k
(462-1)

無水堀地下水位
：（H23年）5/24、5/18、5/24

震
度

震
度

噴砂確認

Bs層曲線

※中谷地区近傍地震計での実最大加速度：３１０．３gal（佐原、K-NETより）

液状化判定震度＝ 液状化判定震度＝



地水水位（無水堀）

5/18、5/23、5/25測定

本米崎地区 １／４ （被災状況と地質状況）

７．０K－１４０ｍ（A-1断面）

◆本米崎地区は基礎地盤が非液状化層であり、被災主要因が砂質土堤防（Bs層）と判断した箇所。
→堤体液状化

被災箇所

7.0k-20m～7.0k-191m

Mb：蛇行州・中州・高水敷

N ：自然堤防

Bm：後背湿地

P ：谷底平野
S ：崖及び斜面

Mt：中位砂礫浸食段丘

出典：5万分1図幅 「那珂湊」

Mb
Mb

Mb

N

S

Bm

P

S
Mt

Mt

久慈川

常磐道

１５



地下水位（無水堀）
（H23年）5/18、5/23、5/25

本米崎地区 ２／４ （Ｂｓ層の液状化判定）

１６

◆Bs層のFL値は０．９５７であり液状化層である （対策工設計に使用する液状化判定震度＝０．１８での判定結果）。

（堤防中央部）

Bs

Bs

地下水位（無水堀）
（H23年）5/21、5/17、5/25

Bs

（堤防中央部）

Bs

【被災大区間7.0K-140m】 【被災小区間7.0K-100m】

【被災大区間7.0K-140m】

【被災小区間7.0K-100m】

Bs層曲線

※本米崎地区近傍地震計での実最大加速度：６３３．６gal（ひたちなか、K-NETより）



③7.0K‐60m④7.0K‐25m ①7.0K‐185m②7.0K‐130m

①

②
③

④

本米崎地区 ３／４ （堤防開削状況①）

※点線で囲んだ範囲の被災規模が大きい

A B

A

B

(ｲ)
(ﾛ)

(ﾆ)
(ﾊ)

１７



7.0K‐70m付近

飽和砂質土 粘性土

法尻部の飽和砂質土からの
地下水浸み出し

地下水浸み出
しが無い

7.0K‐130m付近

法尻部の飽和砂質土
からの地下水浸み出し

地下水浸み出
しが無い

飽和砂質土粘性土

【Ａ．7.0K‐70m付近の川裏法尻部の飽和砂層分布状況】

【Ｂ．7.0K‐130m付近の川裏法尻部の飽和砂層分布状況】

本米崎地区 ４／４ （堤防開削状況②）

◆堤防開削では法尻部に飽和砂層が確認された。被災規模の大きい区間では、被災規模が小さい区間より飽和砂層
の分布が顕著であることが確認できた。

(ｲ)

(ﾛ)

(ﾊ) (ﾆ)
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地下水位

液状化判定対象層

■地下水位が地表面から10m以内にあり、かつ地表面から20m以内の土層

■細かい粒子を含む量が少ない土層、または粘りの小さい土層（細粒分含有率
FC35%以下、塑性指数IP15以下）

■平均的な粒子の大きさが10mm以下で、かつ土層の内の10%の土粒子の大き
さが1mm以下である土層（D50が10mm以下、かつD10が1mm以下）

液状化層：FL≦1.0の層

準液状化層：1.0＜FL≦1.3

非液状化層：FL＞1.3又は液状化考慮の必要が無い層

鋼矢板による液状化対策工の設計
～地盤のモデル化～

地盤のモデル化

地質調査結果より液状化判定

液状化層
Bs FL=0.785
As1  FL=0.393

１９
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鋼矢板による液状化対策工の設計

非液状化層に「２／β」
以上根入れさせる。

β：特性値（根入れ地盤と矢板の曲げ剛性から算定）

漸増成
分荷重

振動成
分荷重

液状化層は地盤反
力が無くなるものと
する（水平方向地
盤反力を見ること
ができない）。

鋼矢板による液状化対策工の設計
～構造計算モデル～

根入れ地盤には
地盤反力を考慮
（水平方向地盤
反力）

液状化に伴う外力

▽地下水位

２０



鋼矢板による液状化対策工の設計鋼矢板による液状化対策工の設計
～矢板構造照査～

矢板応力を照査

σ＝Mmaｘ / Z ＜ σa=270N/mm2

σ=388.626KNm/m／1.80E-03m3/m=216N/mm2 ＜ σa=270N/mm2

Z：鋼矢板(Ⅲw型）の断面係数

鋼矢板ⅤL型 12m

非液状化層に「２／β」
以上根入れさせる。

β：特性値（根入れ地盤と矢板の曲げ剛性から算定）

漸増成
分荷重

振動成
分荷重

液状化に伴う外力

▽地下水位

ﾓｰﾒﾝﾄせん断力
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○はん濫危険水位 ： 浸水被害の恐れのある水位（堤防の高さから設定）

○避難判断水位 ： はん濫危険水位から避難に必要な時間を差し引いた水位

避難勧告等の判断の目安

○はん濫注意水位 ： 水防団出動の目安。また、出水時の河川管理巡視出動の目安

○水防団待機水位 ： 水防団や河川管理巡視を準備する目安

【基準水位の種類】

３．平成２４年度におけるソフト対策の対応状況について
１）基準水位の見直し方針

【被災前の基準水位】 本復旧（漏水対策）完了後【地震後】暫定対策後

地震前
（～Ｈ２３．５．３１）

地震後
（Ｈ２３．６．１～）

H24工事完了後
(Ｈ２４．６～）

はん濫注意水位

はん濫危険水位

避難判断水位

水防団待機水位

■被災を受けて、暫定的にはん濫注意水位等の基準水位を見直ししたが、その後の出水により、被災がないことが確認された
区間は、その都度実績水位まで水位を見直しし、順次、地震前の基準水位まで見直しを行った。

■地震前の基準水位まで見直しできない区間では、新たに統合物理探査結果などを総合的に判断し、通常の堤防と同等と
評価が確認できた区間について、見直しを行う。

【はん濫危険水位及び
避難判断水位の見直し方針】

■堤防が被災したため、現況の
縦横断測量結果を踏まえて、
流下能力の検討を行い見直す

はん濫注意水位

はん濫危険水位

避難判断水位

水防団待機水位

はん濫注意水位

はん濫危険水位

避難判断水位

水防団待機水位

見直しの方針

【はん濫注意水位及び
水防団待機水位の見直し方針】

■平成23年度の出水時の水位が
地震前の基準水位以上に達し、
被災がないことが、確認された
区間は、基準水位を見直す

■地震前の基準水位まで見直しで
きない区間では、統合物理探査
結果などを総合的に判断し、通
常堤防と同等と評価が確認後、
基準水位の見直しを行う

【基準水位を見直す事例】

２２



震災前 震災後
平成24年度

出水ピーク水位
H24.6月以降

はん濫
注意水位

はん濫
注意水位

台風2号
5月29日

前線による豪雨
6月14日

台風6号
７月20日

前線による豪雨
７月28日～31日

台風12号
9月2日

台風15 号
9月21日～24日

低気圧
5月3日～5日

はん濫
注意水位

水系 河川名 観測所名

平成23年度出水によるピーク水位

久慈川

久慈川
富岡 2.50 1.50 -1.04 2.500.74 -0.56 4.87-0.90 1.77

1.94 2.79 1.29 6.54榊橋 3.70 2.70 1.12

3.18山田川 常井橋 3.00 2.00 0.23 1.82 1.15

1.45 1.07 -0.18

3.00

里川 機初 3.00 2.00

0.05

1.05 4.89（漏水）

2.95

那珂川 那珂川
野口 3.50 2.50

2.980.13

4.00 3.00 2.18 1.89 2.15

2.50-0.15 -0.74 0.20 0.46

4.00

利根川

西浦 出島 2.10

2.47 3.17 8.54水府橋

北浦 白浜 2.10 1.50

1.621.50 1.29

1.31 1.65

利根川
下流部

取手 5.40 2.50 1.41

押付 5.75 3.10 欠側

1.16 1.84 3.92 4.91

1.89 2.11

1.58 2.15 4.12 5.25

須賀 4.95 2.75 2.11

2.85 3.38横利根 2.85

3.48

4.901.93 2.31 3.94 4.94

4.89

小貝川

黒子 3.80 2.50 2.64 2.05

上郷

現時点
（H23．10月以降）

はん濫
注意水位

※

2.85

1.50

1.50

5.25

3.70

2.10

3.60 3.00

完了

漏水対策が完了
5月中に見直し予定

※

※

5.24（漏水）

2.15

3.18

完了2.47 2.02 2.74 2.71

完了

3.60

完了

完了

完了

漏水対策が未了

4.90

完了

4.60
小貝川
水海道

4.60 3.80 3.79 2.56 3.79 3.63 5.19

5.25

2.85

4.90

3.80

3.60

4.60

※

4.27

3.20

1.50

1.50

4.90

2.50

3.70

3.00

2.95

2.50

4.00

3.95

1.94

1.99

3.08

6.73

4.33

5.35

1.43

1.46

3.65

4.11

2.75

3.92

■関東地方では、これまでに、主な出水が７回ある中、震災後に設定したはん濫注意水位を超えた出水が６回あった。
■出水により、安全が確認できた区間は、その都度実績水位まで水位を見直しした。
■漏水が発生したことにより、実績水位は上昇したが基準水位を見直しできなかった、小貝川黒子区間については、漏水対策

が完了し、安全性が確認できたので、はん濫注意水位を見直しを行う。
■那珂川の野口区間については、漏水対策工事が完了していないことから、現状のままとする。
■上記以外で水位を元に戻せない区間については、統合物理探査結果などを総合的に判断し、通常の堤防と同等と評価が

確認された段階で基準水位を見直すこととする。

２）はん濫注意水位等の見直し

赤字は基準水位の見直し未了箇所
※H23年度出水により基準水位を見直したが、途中段階を含む

地震後のはん濫注意水位を超えた箇所

地震前のはん濫注意水位を超えた箇所

凡　　例

平成23年6月1日
第1回 基準水位の見直し

平成23年10月1日
第2回 基準水位の見直し
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３）はん濫危険水位等の見直し

■はん濫危険水位や避難判断水位については、国土地理院の水準点から測量を実施中であり、縦横断測量の結果を踏まえて流下能力
の検討を行い観測結果が確定次第、その高さにて、水位を見直しする。

■水位の見直しの結果、元の水位に戻せない区間については、今期の非出水期において、はん濫危険水位の判断基準となる箇所の
盛土を実施し、完成した段階で水位を元に戻す予定

赤字は基準水位の見直し未了箇所

震災前 震災後 H24.6月以降

はん濫
危険水位

はん濫
危険水位

はん濫
危険水位

6.50 6.50

5.10 5.10

小貝川
水海道

6.50 6.50

上郷 5.10 5.10

5.80 5.80

小貝川

黒子 5.80 5.80

　須賀

4.40 4.40

8.00 8.00

横利根 4.40 4.40

7.60

押付 8.00 8.00

7.60

2.10 2.10 測量が未了

利根川
下流部

取手 7.60 7.60

2.50

北浦 白浜 2.50 2.10

2.50

6.50 6.50 測量が未了

利根川

西浦 出島 2.50 2.50

4.10

水府橋 7.00 6.50

4.10
那珂川 那珂川

野口 4.10 4.10

里川 機初

5.80 5.80 測量が未了

山田川 常井橋

3.10 測量が未了

榊橋 6.10 5.80

3.10

久慈川

久慈川
富岡 3.20 3.10

水系 河川名 観測所名

H23.10月以降

はん濫
危険水位
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重要水防箇所
（地震発生前）

要注意 Ａ

地震による
被災規模

中規模 中規模

重要水防箇所
（地震後）

Ｂ Ｂ Ａ

本復旧後
（H24.6以降）

要注意 要注意 要注意 要注意 Ａ

統合物理探査等 要注意 要注意 要注意 要注意 ＡＡ Ｂ 要注意

Ａ Ｂ 要注意

Ａ Ｂ 要注意

大規模 中規模 小規模

Ａ Ｂ 要注意

通常の堤防と同等と

評価できない区間

通常の堤防と同等と

評価できる区間

地震による重要水防評価 地震前 地震後
平成24年度
本復旧後

平成25年度 平成26年度 平成27年度

大規模な被災箇所 なし 重要水防Ａ 要注意 要注意 要注意 なし

中規模な被災箇所 なし 重要水防Ｂ 要注意 要注意 要注意 なし

小規模な被災箇所 なし 要注意 なし なし なし なし

被災がなかった箇所 なし 地震前と同じ なし なし なし なし

４）重要水防箇所の見直し
①基本的な方針

■地震による被災レベルに応じて重要水防箇所のランクを設定（大規模、中規模、小規模）
■堤防等が本格的に復旧した後は、下記のように設定を行う

・大規模な被災箇所 ： 重要水防Ａ ➢ 本復旧後 ： 要注意
・中規模な被災箇所 ： 重要水防Ｂ ➢ 本復旧後 ： 要注意
・小規模な被災箇所 ： 要注意 ➢ 本復旧後 ： なし

■復旧工事の際に、堤防を盛土して復旧するため、堤体の安定性を考慮して、築堤後3年間は、養生を含めて要注意とする
■統合物理探査結果などにより、通常の堤防と同等と評価できない区間は、要注意区間とする

※重要水防箇所の分類（巡視方法）
重要水防 Ａ ： 出水期前に河川管理者と水防団で合同巡視し、

洪水時には特に巡視を強化する箇所
重要水防 Ｂ ： 洪水時は巡視を強化する箇所
要注意 ： 洪水時に注意する必要がある箇所

※従来の洪水による重要水防

※復旧工事内容によっては、重要水防が解消されるケースもある

※統合物理探査等で通常の堤防と同等と評価できない場合は要注意区間とする。

②本復旧後の見直し状況（地震前なしの区間の場合）

①重要水防箇所の地震前後の変遷

２５

※重要水防箇所の定義
重要水防Ａ ： 水防上最も重要な区間
重要水防Ｂ ： 水防上重要な区間

「堤防高」「堤防断面」「漏水」「法崩れ・すべり」など
要注意 ： 洪水時に注意する必要がある箇所

「新堤防」、「破堤跡」、「旧川跡」など



地震前 地震による被災後 H24.6以降 見直し後

②重要水防箇所の見直し状況

■地震により、被災があった箇所は、その大きさにより重要水防箇所Ａ、Ｂ、要注意に区分し、河川巡視により対応したが、
平成24年5月末までに被災前の堤防と同等の堤防断面の復旧が完了する予定のため、重要水防箇所の見直しを行った。

重要水防Ａ

重要水防Ｂ

要注意区間
間通常区間

重要水防Ａ
25.9%

重要水防Ｂ
49.8%

要注意区間
2.5%

通常区間
21.8%重要水防Ａ

23.0%

重要水防Ｂ
48.9%

要注意区間
3.4%

通常区間
24.7%

重要水防Ａ
23.9%

重要水防Ｂ
48.8%

要注意区間
4.6%

通常区間
22.7%

２６

重要水防Ａ 重要水防Ｂ 要注意区間
見直した

重要水防Ａ

見直した

重要水防Ｂ

見直した

要注意区間

重要水防Ａ

（大規模）

重要水防Ｂ

（中規模）

要注意区間

（小規模）

久慈川 56.2 36.9 13.4 0.2 37.3 13.3 0.7 36.9 13.4 0.3

山田川 21.0 0.9 16.9 0.2 1.4 16.4 0.2 0.9 16.9 0.0

里川 19.4 17.3 0.0 0.0 17.3 0.0 0.0 17.3 0.0 0.0

那珂川 171.0 76.9 30.0 0.5 79.5 27.4 1.0 76.9 30.3 0.5

藤井川 3.6 3.6 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0

桜川 8.4 0.0 7.6 0.0 0.0 7.6 0.0 0.0 7.6 0.0

涸沼川 13.6 12.7 0.0 0.0 12.7 0.0 0.0 12.7 0.0 0.0

霞ヶ浦 121.4 1.5 72.2 7.2 9.9 71.1 3.6 2.4 72.4 9.8

北浦 74.5 0.3 33.0 16.8 11.4 37.0 12.7 6.6 33.5 21.1

利根川下流部 163.4 33.6 113.0 2.7 34.0 120.7 1.7 33.6 113.0 3.5

小貝川 156.6 2.3 109.3 0.1 2.9 109.0 0.1 2.2 107.9 1.8

計 809.1 185.9 395.4 27.7 210.0 402.6 19.9 193.1 395.0 37.0

地震前 地震による被災後

利根川

平成24年6月以降

那珂川

久慈川

水系 河川名
堤防必要延長

（km）



５）出水時における河川巡視・点検の方針

・河川堤防の変状確認については、目視を基本として実施する。
・被災箇所の本格復旧が完了することから平常時の職員巡視は、震災前に戻す。
・出水経験や統合物理探査結果等により、通常の堤防と同等と確認された区間の状況把握は、震災前に戻す。

一定降雨時の点検・巡視頻度

時間雨量 累加雨量

震災前 なし なし

Ｈ２３ 巡視 巡視

Ｈ２４ なし なし

資材(土のう等)を、適正に維持管理して配備する。

・本復旧が完了した被災箇所においても、必要に応じ養生期間を考慮した水防資材を周辺に配備する。

・周辺に配備する水防資材は、平成２３年度に配備した、水防資材を適正に管理、活用することとし、被災が発生したときは、
速やかに水防工法を実施する。

※大型土のう袋へ、
通常の土のうを
投入

小貝川右岸30.2k付近

【例】資材が劣化しないように、シート(耐候性)で覆う。 【例】資材が劣化しないように、大型土のう袋に投入する。

６）水防資材の継続的な備蓄

出水期における点検巡視頻度

平常時 洪水時

河川巡視業務 直轄巡視（職員）
状況把握

復旧工事
請負業者一般巡視 目的別巡視 出張所

震災前 ２巡／週 ０．５巡／週 月１回程度 １巡／２時間 なし

Ｈ２３ ２巡／週 ０．５巡／週 ２日／週 １巡／１時間 あり

Ｈ２４ ２巡／週 ０．５巡／週 月１回程度

通常の堤防と同等と確認できた
箇所：１巡／２時間 なし

上記以外：１巡／１時間

２７



７）住民・報道機関説明会の状況

■地震による復旧状況について、一般市民への出前講座、小学生を対象とした現地見学会の開催、マスコミ向けの現地見学会の
開催等を行い、広報活動にも幅広く取り組みを行った。

【報道機関向け現地見学会の開催】

日付：平成２３年１２月１５日（木）
場所：千葉県銚子市松岸町地先、茨城県神栖市波崎地先（利根川）

日付：平成２４年２月２９日（水）
場所：千葉県香取市佐原地先、茨城県利根町布川地先（利根川）

【一般住民向け現地見学会等の開催】
日付：平成２３年１０月１５日（土）
場所：取手市藤代公民館

（小貝川復旧箇所隣接）
参加人数：約40名

【児童向けの現地見学会を開催】
日付：平成２４年３月２日（金）
場所：茨城県水戸市東大野地先（那珂川）
参加者：水戸市立上大野小学校1年生～3年生の児童36名

鋼矢板へのメッセージ書き込み

東日本大震災による堤防被災の説明

この後、地中に
埋め込まれます。

【報道機関向け現地見学会の開催】

日付：平成２４年３月８日(木)
場所：水戸市中河内地先及びひたちなか市三反田地先（那珂川）

日付：平成２４年３月９日（金）
場所：霞ヶ浦河川事務所管内（水資源機構と合同開催）

思いのこもったメッセージ

２８


